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２０１６．２．１０  Ｎｏ.５２ 

ＪＡ静岡厚生連清水厚生病院医療協力部門 

 

骨密度の測定装置が 

    新しくなりました 
 

 

昨年 7月に骨密度の装置を更新しました。 

今回は、骨密度の測定方法や新しい装置になって 

変わった点などを簡単に紹介したいと思います。 
 

① 骨密度と骨粗鬆症（こつそしょうしょう） 

 骨密度の測定目的は    

1.骨粗鬆症かどうかの診断のために測定する。 

  2.定期的に測定し、骨密度の変化を調べる。 

  3.骨折しやすいかどうかを調べ、リハビリ等の 

治療計画に役立てる。などの目的があります。 

 骨粗鬆症とは、骨がスカスカになり骨折しやすくなってしまった状態です。

女性は閉経後にホルモンの分泌が減少するのに伴い、骨密度も減少してし

まうため、骨粗鬆症の約 80%が女性と言われています。 

 

②骨密度を測定する 

 骨密度の測定方法には大きく分けて 3つあります。 

1.DEXA法(デキサ法) 

腰椎、大腿骨近位、前腕等 

2.超音波法：踵骨 

3.定量的 CT法：腰椎、橈骨 
 

今回更新した装置は HOLOGIC社製(アメリカ)の 

Horizonという機械です。測定方法は DEXA法 

(デキサ法)です。 

この測定方法は骨粗鬆症による骨折が生じやすい 

腰椎、大腿骨近位を測定できるため、DEXA法が 

良いとされています。 

Horizon(HOLOGIC社製) 

骨粗鬆症で骨折しやすい部位 
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③前の装置から変わった点 

☆検査時間が短くなりました 

  装置の性能の向上により、20分程かかっていた検査時間が10分程になり、

検査を受けられる方の負担が減りました。 

☆腰椎と大腿骨近位両方の測定を行うようになりました 

  骨折しやすい場所を複数箇所測定し、低い方の値を使用します。 

☆結果が見やすくなりました 

  骨密度のグラフが色分けされ、解説やワンポイントアドバイスなども書か

れているため、非常に分かりやすくなりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

④定期的に受けられている方へ 

 以前の装置で骨密度の測定を受けら 

れている方はご存知かと思いますが、 

結果の用紙には 1回の測定結果だけで 

なく、それまで複数回測定した骨密度 

の値もグラフに表示されています。 

装置は新しくなりましたが、以前の 

装置のデータも引き継いでいますので、 

比較表示する事が出来ます。 

 

 

健康寿命を延ばすためにも、骨の状態を把握する事は非常に重要です。 

定期的な骨密度の測定をお勧めします。 
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